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海遊館（大阪市港区）では、2023年 8月 23日（水）から 24日（木）にかけて、バックヤードにてコ

ツメカワウソの赤ちゃんが 4頭誕生しました。海遊館でのコツメカワウソの繁殖は、2013年以来 10年

ぶりです。 

海遊館では、飼育下のコツメカワウソの遺伝的な多様性の拡大を目指し、国内外の園館と連携しなが

ら繁殖に取り組んでいます。その一環で、2021年に香港オーシャンパークからメスの「センティ」を、

2022年に埼玉県こども動物自然公園から海外出身のオスの「ビジュ」を搬入し、館内バックヤードのコ

ツメカワウソ予備水槽で、2023年 1月より同居を開始しました。 

 

同居後に交尾行動を確認し、定期的な超音波（エコー）検査を実施していたところ、7月末に妊娠を

確認しました。8月 23日 20 時 45分頃から「センティ」の出産が始まり、24日朝までに 4頭の赤ちゃ

んが誕生しました。 

 赤ちゃんは生後約 1ヶ月までは両親と共に過ごしたのち、現在は「センティ」と母仔で生活していま

す。赤ちゃんは順調に育っており、出生直後から体重が 5倍に増えました。母乳を飲んでいますが、飼

育員が作った離乳食も食べ始めています。なお、赤ちゃんの展示デビューは来春以降になる予定です。 

 

コツメカワウソの未来を繋ぐ、繁殖の取り組みです 

コツメカワウソの赤ちゃんが誕生しました。 

 

【 取材・素材提供について 】 
赤ちゃんの毎朝の体重測定と離乳食を食べる様子を取材・撮影していただけますが、 

親カワウソが安心して子育てできるよう、時間や人数などを限定させていただきます。 

詳細は下記までお問い合わせください。 

海遊館 広報チーム（06-6576-5529） 

コツメカワウソの赤ちゃん（8月 29 日撮影） コツメカワウソの赤ちゃん（10月 17日撮影） 



【 コツメカワウソの赤ちゃんについて 】 

■生年月日 ： 2023年 8 月 23日（水）～24日（木） 

■頭数   ： 4頭（オス 3頭、メス 1頭） 

■全長   ： 約 18cm（8月 29日時点） 

        約 24cm（10月 11日時点） 

■体重   ： 118～128g（8月 29日時点） 

        508～536g（10月 17日時点） 

■両親   ： 母親…「センティ」5歳、2021年に香港オーシャンパークから搬入 

        父親…「ビジュ」8歳、2022年に埼玉県こども動物自然公園から搬入 

 

 

【 担当飼育員コメント 】 

センティとビジュに新たな家族ができ、母仔ともに健康でホッとしております。コツメカワウソは生

息地での個体数が減少しており、海遊館は域外保全の一環として、繁殖生理や飼育技術の向上、保全の

普及啓発に取り組んできました。国内の飼育数は増加していますが、血統の偏りが課題となっており、

海遊館では新たな血統を導入できるように努めてきました。今回の繁殖はこのような課題に取り組む上

でも非常に重要な意義を持つもので、大変嬉しく思っています。 

 

 

【 コツメカワウソについて 】 

英名：Asian small clawed otter 学名：Aonyx cinerea 
カワウソの仲間では最も小型の種類。東南アジアに分布

し、四肢の指に小さな爪があることが名前の由来となっ

ている。近年では生息数が減少しており、IUCN（国際自

然保護連合）のレッドリストでは「危急種（VU）」に指定

されている。 

 

 

 

 

 

 

【 ミニ企画展「伝えるカワウソたち」について 】 

期間：2023年 5月 26日（金）～2023年 10月 29日（日） 

場所：メインビル 4F（ビューイングルーム） 

現在、コツメカワウソをテーマとした期間限定の企画展

を開催しています。縄張りの主張や威嚇の際に肛門腺から

出す「分泌液」のにおいを体験できるコーナーの他、生息

地や保全への取り組みといったコツメカワウソの生態、人

間との関わりを紹介しています。 


